
２０２６年度 新常磐交通 

事故防止目標 
 

すみずみまで、浸透させよう 

ＡＢＣ の心     法令
ほうれい

遵守
じゅんしゅ

を第一に 

          Ａあたりまえの事を、Ｂバカにしないで、Ｃちゃんとやる ! 

 

     ○みずから求める「安全」の取り組み 

       ・ヒヤリハット提出と自分なりの分析 

       ・自分で P D C A をまわしてみよう 

○健康に起因する事故の防止  

◎運行管理者と乗務員のコミュニケーション推進 

       ◎乗務中の体調急変時は「安全なところでバス停止」 

      ◎自分の健康管理を、みずから取り組む事の大切さ 

     ○車内事故防止 

◎目視・車内ミラーによる安全確認の徹底 

   高齢のお客さまには、特に注意とやさしさを 

◎大切な危険予知  ｢急｣のつく運転排除  
危険な 「急ハンドル、急ブレーキ、急発進・急加速」 

      ◎車内マイクの活用 

       案内の徹底  発進や停車、信号による発進・停車時 

○基本的事項の厳守 

◎制限速度ではなく、安全速度を優先 

       ◎「前方注視の義務」の徹底 

       ◎確実な安全確認 の励行 ・発進、交差点、右左折時、進路変更等 
・ミラー活用 （車内・サイド・アンダー） 

       ◎適切な車間距離 の保持  

       ◎車内でスマホ等の使用厳禁、飲酒運転・覚せい剤等の絶対禁止 

○有責事故は１5件以内   

   ◎バック事故の防止、お客さまがいない時の安全走行 


